
 

 
 
 
 

 

 

総選挙の結果について 
2026 年 2 月 9 日 日本共産党中央委員会常任幹部会 

（１） 

2 月 8 日に投開票が行われた総選挙で、日本共産党は、比例代表選挙で「４

５０万票、７･５％以上」と「すべての比例ブロックでの議席獲得・議席増」、

小選挙区で沖縄1区の議席の絶対確保を目標にたたかいました。選挙の結果は、

改選８議席から４議席という重大な後退となりました。 

 比例代表選挙では、前回選挙での比例得票３３６万２千票（得票率６･16％）

から２５１万９千票（得票率４･40％）への後退となり、７議席から４議席とな

りました。 沖縄 1 区では、わが党と「オール沖縄」の力を結集して、前回か

ら３千４百票得票をのばす大健闘での接戦となりましたが、残念ながら赤嶺政

賢さんの議席を失う結果となりました。 

 日本共産党をご支持いただいた有権者のみなさん、大雪や寒波のもとで奮闘

いただいた全国の党員、後援会員、JCP サポーターのみなさんに心から感謝を

申し上げるとともに、ご期待にこたえる結果が出せなかったことについて、お

詫びを申し上げます。 

 私たちは、今度の選挙から深い教訓を引き出し、今後のたたかいに必ず生か

し、次の機会には捲土重来を果たす決意です。 

 

（２） 

 今回の総選挙の結果、憲法９条改悪をはじめ「戦争国家づくり」を進めると

いう点で、戦後かつてない危険な状況が生まれています。 

 高市首相は、内閣支持率の高さだけを頼りに、「高市早苗でいいのか国民が

決める選挙」という一点で総選挙を押し切るという作戦をとり、急速に「高市

旋風」が吹き荒れるという状況がつくられました。 

 その結果、自民党と維新の会が衆議院の議席の３分の２を大きく超え、「右

へ右へ」の流れに迎合する政党を含めると、圧倒的多数の議席が自民党政治に

のみ込まれる状況となりました。野党第１党の立憲民主党が公明党に吸収され、

自民党政治に屈服したことは、日本の政治の右傾化の流れを加速するものとな

りました。   

 

 

 

日本共産党が、選挙戦のなかでこの反動的打開の企てに正面から対決し、「高

市・自民党の強権政治を許してはならない」「改憲への白紙委任状を渡しては

ならない」と強く訴えたことは、反戦平和と社会進歩のために不屈に頑張りぬ

いてきた党の歴史に真価を発揮したものでした。 

 選挙戦では、暮らしと経済、安保・外交、人権などの柱で、国民の要求にこ

たえ、「アメリカいいなり」「財界中心」という自民党政治の「２つのゆがみ」

を正す立場からのわが党ならではの提案を訴えてたたかいました。わが党が論

戦で訴えてきた内容は、全体として国民の利益にかない、道理あるものだった

と確信しています。公約実現のために、多くの国民と手を携えて全力をあげる

決意です。 

 戦後かつてない「戦争国家づくり」の危険が生まれるもとで、高市強権政治

に真っ向から立ち向かう日本共産党の役割は、かけがえのないものとなってい

ます。 

 日本共産党は、心から呼びかけます。平和、人権、暮らし、民主主義を擁護

し発展させるために、あらゆる分野で国民のたたかいを起こそうではありませ

んか。 

（３） 

 国会の議席のうえでは、高市・自民党政治をはじめ「戦争国家づくり」を進

める勢力が、圧倒的多数を占める結果となりましたが、それは多くの国民との

関係で､深い矛盾を幾重にもかかえています。 

 今度の選挙結果は、国民が高市・自民党の政治の中身に信任を出した結果と

は決して言えません。高市首相は、「国論を二分する政策を問う」と解散・総

選挙にうって出ましたが、その政策の内容について有権者に語ったわけではあ

りません。選挙中の街頭演説では、大軍拡や非核３原則の見直し、憲法９条改

憲について語ることはなく、テレビの党首討論などからは逃げ続けました。高

市首相が、選挙で唯一看板にしたのは「責任ある積極財政」でしたが、その具

体的中身も何ら明らかにすることはありませんでした。 

 今回の総選挙は、憲法と民主主義の面からも重大な問題点がありました。憲

法に反する解散権の乱用、解散から投票日まで戦後最短の 16 日間しかなく、

有権者に争点や各党の政策について考える時間すら与えないなど、高市首相に

よって「クーデター」的手法で仕掛けられ、強行された総選挙だったことを、

厳しく批判しなくてはなりません。 
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自民党は、比例代表選挙の得票でいえば、投票した有者者のうち 36.7％し

か獲得しておらず、３分の２超の議席を占めるこができたのとは、小選挙区制

度によるものであり、３分の２超の議席は「虚構の多数」であることも、協調

しなければなりません。 

報道では「高市一強」などと報じられていますが、高市政権は国民との関係

で、深刻な弱さと脆さを抱えています。世論と運動で高市政権を包囲し、希望

のもてる新しい政治をひらくために、あらゆる分野で国民のたたかいを起こす

ことを重ねて呼びかけるものです。 

 

（４） 

なぜ日本共産党が、重大な後退をきっしたか。その総括については、党内外の

方々の声によく耳を傾け、学びながら、あらゆる面で自己検討を深め、次の中

央委員会総会で明らかにするようにします。 

 「高市旋風」がつくられ、多くの政党が高石政権に迎合・屈服する状況が つ

くられたことは、高石政権と正面からたたかうわが党にとっては逆風として作

用しました。それは高市強権政治に立ち向かうわが党のかけがえのない役割が、

多くの有権者に伝わるならば、わが党の前進・躍進の契機にもしうるものでし

たが、 逆風を押し返すには党の力があまりにも足らなかったというのが、私

たちの強い実感です。 

 私たちは、今度の選挙結果をうけて、どんな情勢の変動のもとでも日本共産

党の躍進をかちとるには、世代的継承を中軸とした質量ともに強く大きな党づ

くりがどうしても必要であることを痛感しています。 

 わが党は、昨年９月から「質量ともに強大な党をつくる集中期間」にとりく

み、自力の不足の打開をはかろうとしてきましたが、今回の総選挙はこの運動

がようやく本格化しはじめたところでの選挙となりました。 

 来年１月の第 30 回党大会の成功をめざし、国民の苦難軽減という立党の原点

に立ち、切実な願いにこたえた運動をいっそう強めるとともに、綱領、規約、科

学的社会主義、党史の学習をさらにいっそう強化し、どんな情勢が展開しても

前進をかちとることができる、強く大きな党をつくるーーこのことを総選挙の

最大の教訓として銘記し、奮闘しようではありませんか。来年 4 月の統一地方

選挙の勝利・躍進をめざして、ただちに奮闘を開始しようではありませんか。 

 社会発展の法則を明らかにした科学的社会主義への世界観的確信、党綱領路

線への科学的確信をもち、どんな困難があっても私たちの事業は不滅であると

いう確信をもって、前途を開こうではありませんか。 

（しんぶん赤旗 2/10号より） 

 

８日夜 田村委員長が記者会見  

 大軍拡、「非核３原則」の見直し、「スパイ防止法」制定、

憲法９条改憲などについて、国民が信任したということで

もなくーー政治の右傾化が強く危惧されるもとで、私たち

は「戦争国家づくり」に断固立ち向かってまいります。 

日本共産党の役割がいよいよ重要になってきています。私たちは国会内外で、

危険な政治の流れに立ち向かい、自民党政治を変える道をひらくために、全力

で奮闘することを申し上げたいと思います。 

 

 

●総選挙の結果について 一宮市では 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民の声 
  今回の衆議院選挙は、物価高や将来不安が続く中で、多くの市民が暮らしの行き詰

まりを実感しながら迎えた選挙でした。華やかなスローガンや一時的な対策よりも、

生活を土台から支える政治を求める声が、静かに広がっていたように思います。そう

した中で、時代や政局の変化に左右されず、賃金、社会保障、平和と民主主義といっ

た課題を一貫して訴え続けてきた姿勢に、改めて耳を傾けた市民も少なくなかった

のではないでしょうか。 

選挙結果は数字として示されますが、その背後には 

「安心して暮らしたい」「置き去りにしないでほしい」 

という切実な思いがあります。今後の政治には、市民 

の声に粘り強く向き合い、生活を守る立場を貫く姿勢 

がより強く求められていると感じます。（50 代） 

 

★投票率 

 有権者数 310,999人、投票者数 172,686人、投票率 55.53 

★得票数 比例代表 東海ブロック 

共産 5,351、自民 59,983、中道 29,865、国民 17,860  

みらい 12,566、参政 12,784、維新 16,577、ゆう 5,447  

れいわ 4,890、保守 4,238、社民 1,340  

★得票数 小選挙区 

 当若山慎司（自民）80,646、藤原規真（中道）43,496 

杉本和巳(維新）28,434、三嶋竜平(国民）21,072、山内遼平(参政)17,891  

 


